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大学英語教育におけるICT活用
山内　真理
1. はじめに
筆者は 2006年度後期よりMoodleを対面授業に組みこむ形で導入し、
授業での運用と教材開発を並行して行いながら、クラス内学力格差への対
応策としてのMoodleの有効活用について、授業内外の学習活動の観察を
踏まえて検討を進めてきた（山内 , 2007a, 2007b; Yamauchi & Rink, 2007; 
Rink & Yamauchi, 2007, 2008a, 2008b）。1）   2008年度からはMoodleによ
る学習活動および教材の管理を軸として、プレゼンテーションソフトや、
ブログや Google Documentsなどのオンライン･ツールを積極的に活用し、
授業内学習活動の充実と課外学習の促進を図っている（山内 , 20008b; 
Yamauchi, 2008a, 2008b, 2008d）。2） 
考察対象とする担当科目は下記の通りであり、Grammar以外はコン
ピュータ実習室を利用した授業である。以下では、これらタイプの異なる
科目における授業実践例をもとに、大学英語教育における ICT活用の可
能性と課題について論じる。　
2006年度後期 2007年度 2008年度
TOEIC 中 級・ 上 級
TOEIC 初　　　　    級
コンピュータ・コミュニケー ション
英 語 科 教 育 法
演 習
基 礎 演 習
G r a m m a r
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
表 1 　ICT活用科目（Moodle導入以降）
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2. 課題
2.1. クラス内学力格差
上で触れたように、Moodle導入時の主な課題は同一クラス内における
学力格差への対応であった。2006年度以降もこの傾向は変わらず、例え
ば TOEIC対策クラスでは、初級クラスは 300点台から 500点台が混在し
ており、中上級クラスでは 400点台から 700点台の学生が混在するのが普
通であり、英語科教育法では 200点台から 600点台、コンピュータ・コミュ
ニケーションでも 200点台から 600点台の学生が混在することがある。3） 
このようなクラスでは、上位層の学生の動機を維持すると同時に、下位層
の学力を把握して適切なリメディアル教育を提供することが不可欠である。
学力評価を伴わない入試の実施による新入生の学力分散が進んだ現在、
このような大きなクラス内学力格差は決して特殊な状況ではなくなってお
り（小野 , 2008）、本学のような小規模大学では特に、有効な対応策を用
意しておくべき課題である。
2.2. 授業外での学習習慣の不足・欠如
学習者の知識やスキルの想定外の未熟さに途方にくれることはなくなっ
たものの、学習習慣に意識的な注意を向けるようになったのはごく最近
であり、今学期初めに行った簡単な学習習慣調査では自分の想定範囲と
の予想以上のずれを実感させられた。この学習習慣調査は 1年生対象の
Grammarで実施し、週あたりの英語関連の授業数、授業外での英語学習
の頻度、授業外での英語学習時間の 3点を聞いた。全員が週 3～ 4日英語
関連の授業を受けており、授業時間数は週平均 6.9コマである。しかし、
これだけの授業数にも関わらず、授業外での英語学習は頻度・時間ともに
極めて少ない。英語学習を行うのが週に 1度かそれ未満の学生が全体の 6
割強を占め（図 1）、半数の学生が 1回（1日）あたり 30分程度しか学習
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していない（図 2）。ちなみに 30分程度と答えた 7名の学習頻度は週 1回
かそれ未満であり、短時間ずつ頻繁に学習している学生は皆無であった。
このような学習習慣の不足もまた一般的な現象であり、『第 4回学習基
本調査報告書（高校生版）』（2008）によると、学習頻度について「家では
ほとんど勉強しない」と答える比率、1日の学習時間について「30分以下」
と答える比率ともに増加傾向にある（表 2）。
第 1回（N=2,005） 第 4回（N=4,464）
家ではほとんど勉強しない 26.0% 39.5%
1日の学習時間は 30分以下 17.3% 27.9%
さらに、同調査の偏差値帯別の数値をみると、偏差値 45未満の学校群
では「家ではほとんど勉強しない」と「週に 1日くらい勉強する」を合わ
せると 6割以上になり、1日の学習時間についても「ほとんどしない」と「お
よそ 30 分」を合わせて 6割を占める。家で学習する習慣を持たないまま
入学する学生を想定したリメディアル教育の必要性は明らかである。
図 1　授業外学習時間 （N=14） 図 2 　授業外学習 1日あたりの所要時間
（N=14, Av. = 57.7分）
 
 
表 2　高校生の「家庭学習からの離脱」傾向（Benesse教育研究開発センター , 2008）
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2.3. 動機づけと学習者の自律
そもそも語学学習には強い動機づけ（motivation）と学習者の自律
（learner autonomy）が不可欠である。教員がすべてお膳立てをしたとし
ても、また授業でどんなに多くを学んだとしても、学習者は常に自分自身
で必要な練習を重ねる必要がある（Scharle & Szabó, 2000:4）。「学習ニー
ズの分析・目標設定・目標達成のための計画・学習事項の選択・監督な
しでの学習・進度の評価」を自分で行うことができる「自律した学習者」
（Sheerin, 1997:57）でなければ、特に日本のような EFL環境では、英語
に習熟することは難しい。言い換れば、酒井（2008:45, 48）の指摘するよ
うに、英語の習熟度が低い学習者は、学習者自律性の点でも未熟である可
能性が高い。英語の習熟度と自律性との相関を示唆するものとして、英語
検定協会による英検合格者を対象とした学習習慣についてのアンケート調
査の結果をあげておく。表 3はこのアンケート調査から得られた取得級層
ごとの特徴である（日本英語検定協会 , 2006）。酒井によれば、「依存的学
習者」は、目標や計画の設定、学習課題の選定、経過や結果の記録・評価
などの側面で支援を必要とする層であるとみなすことができる（2008:48）。
段　　　階 特　　　徴
英検 5級から英検 3級まで 依存型学習者
英検準 2級と英検 2級　　 自立型学習者
英検準 1級と英検 1級　　 自立型使用者
高校生段階での「自律学習」の様子に目を向けると、前掲の学習基本調
査によれば、図 4に示すように、自律学習に関わる側面では学校群による
隔たりが大きい。偏差値 45未満の学校群に注目すると、宿題については、
高偏差値帯の高校群と同様、8割強の生徒がきちんととりくんでいるもの
表 3 　英検合格者とその特徴（2005年度に実施）
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の、授業前の予習やテストの見直しなど、自分の理解度や成果について
のモニタリングを行っているものは約 4割にすぎず、半数以上が「勉強は
学校だけですればいい」と思っている（Benesse教育研究開発センター , 
2008；図 3を参照）。
本学学生に目を戻す。英検のデータはとりにくいことから、参考値を
とるため筆者の担当クラスで 2007年度に学力判定テストを実施した。4）
図 4がその結果である。各科目とも、英検 3級相当の習熟度とされる学習
者が含まれていることが分かる。1年生が主となる TOEIC初級の数値と、
図 3　家での学習の様子（「第 4回学習基本調査報告書（高校生版）」）
図 4　受講生の英語習熟度（2007年度 10月実施）
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上記の学習基本調査に基づいた「自主的に進めなくてはならない勉強に関
しては、学校群によって二極化が生じている」との指摘も考え合わせると、
本学でも、特に 1年生を対象とする科目では「依存的学習者」を想定した
授業設計が必要であることが示唆される。5） 
2.4. クラス内学力格差と学習者の自律・動機づけ
Littlewoodの簡潔なまとめを借りれば、自律学習が可能であるかどう
かは、どの程度、自主的に学習しようとする意欲（willingness）とその
行動を可能にする能力（ability）をもっているかに左右される。さらに、
前者は動機と自信の度合いに依存し、後者は知識と技能のレベルに依存す
る（1997: 82）。すなわち、やれることは分かっていてもその気にならな
ければ自律的な学習にはいたらないし、逆に、やる気が出たとしても、ど
うすべきか分からない場合は同様の結果になる。
同一クラス内の学力格差が大きい場合、受講生全員に対して共通の到達
目標を設定することが、実質上きわめて困難になるため、全員が達成感・
満足感を得られるよう授業の目標と学習活動の組み立てを工夫する必要が
出てくる。比較的習熟度の高い学習者とリメディアル教育を必要とする学
習者のそれぞれが英語力を伸ばせるような学習支援を目指すなら、習熟度
の違いに対応するだけでなく、前者の動機を維持し、自律学習を促進させ
つつ、一方で、後者を動機づけ、自律学習への足がかりを作ることが学習
活動を設計する上での重要な課題となる。
この節で概観した課題への対応を検討するとき、ICTの活用は非常に
有望な選択肢である。以下では、2008年度後期に試験的に導入したばか
りの手法も含め、様々な形での ICT活用のあり方を紹介し、その有効性
や可能性、実践上の課題について論じる。
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3. インタラクティブな練習問題による多様な学習ニーズへの対応 
3.1. Moodle クイズの概要
Moodleのクイズ・モジュールを利用すると、インタラクティブな練習
問題を容易に作成することができる。図 5は組み合わせ問題と多肢選択問
題であるが、空所補充問題など他の形式も用意されており、また、画像や
音声、解説やポップアップヒント、スライドショーなどを加えたり、時間
制限を設けたりすることで、目的に合わせた多彩な練習問題の提供が可能
である（図 5、 図 6左）。学習者は、解答を「提出」すると即座に得点と
「見直し」画面が表示され（図 6右）、また、クイズ一覧を表示させると、
図 5　Moodleクイズ：組み合わせ問題（左）と多肢選択問題（右）
図 6　Moodleクイズ：時間制限つき問題（左）と「見直し」画面
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どのクイズに取り組んだか、またそれぞれのクイズがどの程度できたかを、
随時確認することができる（山内 , 2007b; Yamauchi & Rink, 2007; Rink 
& Yamauchi, 2007, 2008a, 2008b; Yamauchi, 2008c）。
このようなインタラクティブな練習問題の活用は、学習者の習熟度のば
らつきへの対応策として非常に有効である。紙媒体と比較して、オンライ
ンでは多レベルに対応する練習問題群の同時配信がはるかに容易であり、
またMoodleを利用することで、フィードバックや学習進捗度の管理が容
易に、かつ効率的に行えるからである。
3.2. クラス内学力格差対策としての授業内「自習」および汎用自習コース
Moodleクイズの利用方法にはいくつかのバリエーションが考えられる。
例えば筆者は、TOEICクラスで、毎回の小テストや復習問題、ポイント
解説などの後の問題演習、あるいは力試し問題として、このクイズ・モ
ジュールを活用している。一斉授業部分では、ある者にとって習得ずみ
の事項の確認、ある者にとってはうろ覚えの知識の再定着、ある者にとっ
てはほぼ新しい学習、というように、それぞれの学習者にとって異なる
意味をもつことを想定し、プラスアルファの活動の部分でできるだけ個
人のニーズに応えることを目指した授業設計である。授業内に「自習」時
間を提供している形になり、この間、学習者は、指定された、あるいは自
分で選んだ練習問題をそれぞれのペースで行う。ある者が一問一問解答を
チェックし、メモをとりながら半分ほど進んだ頃、ある者は 1セットを終
了して別のセットに取りかかったり、また解答のスピードをあげるべく 2
回目の解答に取りかかったりする。6）  教員は一人一人の様子をみながら
個別指導を行い、必要に応じて一旦「自習」の手をとめさせ、全体向けの
指導を行うこともできる。7） 授業時間に手をつけて終了しなかった問題
や、出来がよくなかった問題については、「宿題」として指定された問題
－ 100 － － 101 －
に加えて、授業外で再度取り組んでもらう。
このような形で選択的なオンライン学習を対面授業に取り入れることに
より、クラス内での学力格差に十分に対応することが可能になる（山内 , 
2007b; Yamauchi & Rink, 2007; Rink & Yamauchi, 2007, 2008a, 2008b）。
オンラインの練習問題は遂行自体が容易であるため、基礎学力の不足し
た「依存的学習者」に、自主学習・反復学習を促進させる効果がある。
TOEIC初級クラスで実施した 2007年度前期末のアンケート調査から、こ
のことを示唆する一例をあげておこう。小テスト・宿題について、オンラ
イン版とプリント版の利用のバランスについて尋ねたところ、プリント版
の方がよいという者が 15%だったのに対し、50%がオンライン版を好み、
残りは両方を使いたい、あるいはどちらでもよい、という答えであった
（N=20）。オンライン派の理由には、「解答がすぐ分かるから」「何度でも
できるから」という「妥当な」意見もあったが、多くはプリント版より「や
りやすい、便利、楽、すぐできる」ことをその理由としてあげており、こ
の反応は「（プリントは）たくさん書くのが大変、プリントだとなくなる」
といった意見に見られる学習習慣・学習管理の未熟さとつながっていると
思われる。このような「依存的学習者」でも、少なくとも手を出すとすれ
ば、学習習慣をつける第一歩にはなる。学習者自身が学習効果を実感でき
図 7  Moodleコース（クイズ主体）に対する満足度（2007年度後期学期末アンケートより）
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れば、学習動機の継続につながると期待できる。2007年度後期の TOEIC
初級クラスでは、事前と事後の旺文社学力判定テストにおいて「高 1」レ
ベルから「高 3」レベルへと、全体的な底上げが観察された。上位層、下
位層いずれにおいても、成功したケースでは 2学期間で 100点ほどのスコ
アアップが見られ，2007年度末のアンケート調査では，初級クラスも含
めて 8割の学生が「授業が終わってもMoodleを利用したい」と答えてい
る（山内 , 2007b, 2008b）。
こうした、いわば「ブレンド」方式の他に、授業とは独立させた形で汎
用自習用コースを用意し、授業の補習に利用する形もある。自習用コー
スとして、語彙学習コースと基礎文法コースを現在作成中であるが、これ
らが利用可能になれば、担当科目である TOEICクラス・英語科教育法・
Grammar以外にも学生の希望に応じて広く活用することができる。8）さ
らに、携帯電話上でMoodleクイズを利用するための新たなモジュールが
公開されており、反復学習・継続学習の促進のため、このモジュールを利
用する準備を始めている。9） また、現在Thomas N. Robb氏（京都産業大学）
が開発と試験運用を行っている多読活動促進のためのMoodle Readerモ
ジュールも興味深い。Moodle Readerは内容理解のためのクイズ配信と
読書経過の記録の管理などの機能をもち、これを利用することにより、補
習および発展学習の一環として多読活動を効果的に活用することが容易に
なると思われる（Robb, 2008a, 2008b）。10） 
3.3. 課題：教材開発
授業内で利用するにしろ、汎用の自習コースとして利用するにしろ、い
かに個々の学習者に応じた教材を提供できるかが鍵である。バリエーショ
ンが豊富になればなるほど、そこから自分に適した課題を選択しなくては
ならず、自律学習促進へもつながる。教材作成者の立場からすると、そも
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そもインタラクティブな教材は、問題以外にフィードバック（正解、解説、
アドバイスなど）の入力が必要であり、内容充実のために画像、音声、ス
ライドショー、ヒントなども加えるとさらに手間がかかる。様々な学習ニー
ズに応えるべく難易度のバリエーションをつけることを考えると、作業量
は膨大になる。
この課題は、問題作成作業の簡略化と、作成した問題の共有化によって
解決できる。まず、作成作業を簡略化するための非常にシンプルな方法と
して GIFTフォーマットでの一括入力があり、この形式に慣れていない
教員でも、エクセルを利用して通常の文書作成の感覚で GIFTファイル
を作成する方法などが提案されている（Robb, 2008c）。11）  一方、北尾謙
治（同志社大学）、神谷健一（大阪工業大学）両氏によるインタラクティ
ブな練習問題の自動生成プログラムの開発が進められており、同プログラ
ムとMoodleとの連携の面でこのプロジェクトに参加させていただくこと
になった。このプログラムが利用可能になれば、新規問題の作成はもちろ
ん、既存の問題から特定の条件での問題抽出などがきわめて容易になり、
効率的・効果的にMoodleクイズを利用することが可能になる。また、電
子化された言語素材を収集・管理するためのソフトウェア（Greenstone 
Digital Library software）を利用して、蓄積された言語素材から様々な
言語学習活動を自動生成するプログラム（FLAX）が開発されている。
FLAXも開発の初期段階ではあるが、個人学習だけではなく、共同・協調
学習向けの活動も含めて、多様な学習活動を自動的に生成することができ
る非常に魅力的なプログラムであり、すでにMoodle上での試験運用が開
始されている（Brine & Johnson, 2008; Witten, I. H., et al.）。
Moodle上で作成した問題の共有化は、個人レベルでも可能である
が、12）  Moodle教材の効率的な共有と効果的な活用を目指す大規模な
システムとして、2007年 11月に発足した大学の連携組織「オンライ
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ン学習大学ネットワーク（UPO-NET）」が有望である。UPO-NETで
は、NIMEを中心として開発された新規教材を、各大学が利用している
Moodle上に UPO-NET教材配信用のインターフェイスを組みこむ方式を
とっている。これは、UPO-NET側に利用大学の学生の成績や学習履歴
を残さず、学生情報が各大学のサーバのみに保存されるようにするために
開発された新しい方式である（小野 , 2008; 小野他 , 2008; 杉山他 , 2008）。
現在、一部教材での試験運用が始まっており、筆者も担当クラスでの試験
運用の準備を開始している。この試験運用期間に、UPO-NET以外の教
材を使った学習との連携やバランス、学習管理の方式などについて検討し
ていく予定である。
こうした教材作成作業の簡略化（自動化）と教材の共有化に向けて協力・
共同研究を進める同時に、筆者個人としても、共有と継続使用が可能な教
材にするため、特定のテキストに依拠しないオリジナル問題、または公開
可能な素材を利用した練習問題の蓄積を開始している。授業用の練習問題
を準備する際に、この方針に沿って新規問題を作成しながら既存問題の修
正を進めている段階である（山内 , 2008b; Yamauchi, 2008c）。
4. ICT を利用した学習過程・成果の共有による動機づけ・自律学習促進
4.1. Moodle の活用：フォーラム・ディレクトリ
Moodleのフォーラム（掲示板）は、上述のクイズとは違い準備の手間
がかからない。また、1～ 2個のフォーラムを中心として他にリソースを
追加していくという利用法であれば、紙媒体の資料を用意するよりも準備
作業は少なくてすむ。図 8は基礎ゼミ用コースのアウトラインであるが、
前期は 2つのフォーラム（「レポート途中経過」「発表用アウトラインをつ
くろう」）、後期は 1つのフォーラム（「Forum （2008Fall）」）しか設置し
ていない。フォーラム 1つでも、図 9に示すように、小さな学習課題を提
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出させたり（W5までは課題提出、あるいはフィードバックもフォーラム
上で行っている）、教員からの学習課題の指示や関連資料へのリンクだけ
をポストする（W6以降）ことが可能であり、　これだけでも、学習事項
を振り返るには十分役に立つ。
図 8 　基礎ゼミ用コース・アウトライン画面
図 9　後期用フォーラムの内容 図 10　ワード 1ファイルに  　
　　　　　まとめたフィードバック　
リソース・モジュールでは、ワード、エクセル、パワーポイント、
HTML文書、また、一般的に用いられるフォーマットの画像、音声、動
画がほとんど利用でき、さらに、Moodle内の指定のフォルダも表示でき
る（図 8に見えるフォルダのアイコンが当該のディレクトリへのリンクで
ある）。資料や解説だけでなく、課題へのフィードバックもリソース・モ
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ジュールのディレクトリ表示を利用すると効率がよい。例えばワード 1
ファイルにフィードバックをまとめた形で（図 10）、あるいは提出ファイ
ルにコメントをつけた形で、整理・共有が行える。このように、フォーラ
ムを利用した学学習成果の共有（ライティング課題やリサーチの途中経過）
や課題へフィードバックを含めた様々なリソースを一つのプラットフォー
ム上で管理できる点が LMSであるMoodleを活用する大きな利点であり、
対面授業内で利用することにより教員からの個人指導や他の学生からの支
援も容易になるため、自律度の低い学習者でも、徐々に学習過程の振り返
りや必要な情報の管理ができるようになっていく。
フォーラム活用の面では、基礎ゼミでは主に宿題として小さな課題を提
出させているだけだが、ゼミでは、個人用フォーラムを設置し、学生ごとに、
アイディアメモ、文献調査、ある程度まとまった文章などの保存と内容に
ついてのやりとりなどに利用している。また英語科教育法やコンピュータ・
コミュニケーションでは、作業サンプルの表示、ペアワークの結果、重要
なポイントの振り返り、個人用課題の提出など、授業内外でのさまざまな
作業経過・作品を記録させている。コンピュータないしMoodleの使用頻
度や授業での学習活動に占めるフォーラム活用の割合は科目ごとに様々で
あるが、いずれにも共通するフォーラム活用の利点としては、学習の過程
や成果の共有が時間の制約なしに行える点があげられる。以前の受講生の
記録も、たった今投稿されたばかりの他グループの作業結果も、すべてサ
ンプル資料ないし教材になりえる（Yamauchi & Rink, 2007; 山内 , 2007a, 
2008b; Rink& Yamauchi, 2007, 2008a, 2008b）。
2008年度はこのメリットの可能性を探るため、特に英語科教育法で、
試験的な活用法も含めて授業内で意識的にフォーラムを多用している。現
段階では系統立てて整理できてはいないが、例えば、指導用の例文をあげ
させ、全員の投稿を見ながら間違い探しをしたり、学習した概念について
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理解度をみる課題を与え、投稿された内容から授業内でさらに解説・議論
すべきトピックを拾いだしたり、あるいは時間制限を設けて出来たところ
までをいったん投稿させ、追加すべき点や軌道修正すべき点を全員で考え
た上で、作業を仕上げるなど、様々な活用法が考えられる（山内 , 2008b）。
これらの活動の記録は常に参照可能であり、大きな課題に取り組む際な
どに資料として役立つ。また仕上げを宿題にしたり、逆に早く仕上がった
者に追加の関連課題を与えたりするなどして、各自のペースの違いにかな
りの程度まで対応することが可能である。さらに、作業結果をタイムロス
なしで共有し、次の活動で取り上げることは、授業への活発な参加を促進
する効果がある。現在は担当授業の関係もあり、検討を進めてはいないが、
作業の経過や成果をその場で共有できるというメリットを活かした学習活
動は、英語学習にも十分応用可能であると思われる。
　
4.2. Blogger・GoogleDocs・パワーポイント・携帯電話の活用
主に英文ライティング作品の共有・公開と授業外での英語使用の促進を
ねらって、2005年から gooブログ（http://blog.goo.ne.jp/）や FC2ブロ
グ（http://blog.fc2.com/）を試してきたが、現在は Blogger （http://www. 
blogger.com/）を利用している。Bloggerは Googleサービスの 1つであり、
Google検索、Gmail（容量が大きく、メール管理が容易）や GoogleDocs
（文書の管理・公開・共有が容易）を含む他の Googleサービスも利用し
たい場合一つアカウントですむというメリットがある。また、2008年 6
月に Blog Listという機能が加わり（http://buzz.blogger.com/2008_06_01
_archive.html）、学生が作成したブログの管理が非常に容易になった。12
月にはインポート・エクスポート機能が加わり（http://buzz.blogger.com/ 
2008_12_01_archive.html）、バックアップ面の不安や不便も解消されてい
る。
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筆者の担当する授業では、2007年度後期よりコンピュータ・コミュニ
ケーションで Bloggerの利用を開始し、現在は英語科教育法（2008年度
前期より）、基礎ゼミ（2008年度後期より）、そして普通教室での授業で
ある Grammar（2008年度後期より）でも、Bloggerを利用したブログ投
稿を学習活動に組み込んでいる。
携帯電話からの投稿機能を利用し、教員が作成した共有ブログに投稿さ
せるというやり方であれば、普通教室でも Bloggerの利用が可能である。
図 11 は、Grammarの受講生による共有ブログへの投稿例である。パソ
図 11　ブログ投稿例（携帯電話から）
図 12　ブログ投稿を利用した既習事項の復習ワークシート（ワード）の一部
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コン 1台とプロジェクタさえあれば投稿された「作品」をその場で共有
し、授業内での学習活動に組み込むこともたやすい。今年度の Grammar
ではプロジェクタの用意が整わなかったため、翌週の学習活動に組み込む
形をとっている。主に、学生の投稿を用いて、適切な冠詞や時制や接続詞、
また不定詞か動名詞かを選択させたり、図 12のように、パラフレーズ問
題で既習文法構造を使わせる、といった文法復習のワークシートを作成し、
Warm-Up活動に活用している。教員にとってのメリットとしては、ブロ
グに投稿された英文と画像がデジタル素材であり、このようなワークシー
トへの加工が非常に容易である点があげられる。
始めたばかりの試みであり、一般化は難しいが、このようなワークシー
トを利用して、実際に自分や友人が書いた（書きたかった）内容を英語で
きちんと読んだり書いたりする活動は、知識の定着および練習活動への動
機の維持に有効であるように思われる（ドルニェイ , 2005: 73-78）。携帯
電話が学生にとって極めて身近なツールであることも、活動参加への動機
づけを促進する要因になるだろう。携帯電話で英文を打つ行為があまりに
面倒で、動機づけにとってマイナス要因になるのではないかと危惧してい
たが、試してみると、学生にとっては全く気にならないようで、普段熱心
とは言えない学生でも辞書を引いたり質問をしたりしながら、喜んで投稿
していたのが印象的であった。投稿が蓄積されるにつれ、自分や友人の英
文投稿を読みたいという気持ちになる受講生も現れており、13） この種の
活動が授業外での英語使用を促しうることが示唆される。
このように、普通教室での授業でも、動機づけや教員にとっての利便性
の点で、ブログを学習活動に組み込む価値があると思われる。パソコン実
習室での授業では、動機づけや自律的な学習の促進の面で、ブログの活用
はおおいに期待できる。こうした授業では、受講生は、自分でカスタマイ
ズできる各自のブログを持ち、友人のブログと比較し、教員や友人から
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コメント受け取り、必要に応じて援助も求めながら、課題だけでなく自由
投稿も奨励されるという環境で、ブログを利用している。「やってみたい」、
あるいは「やれそう」と思えること、肯定的な評価を受けること、選択の
余地があることはいずれも初期の動機づけや動機の維持に役立つと考えら
れる（ドルニェイ , 2005: 8-12; Dörnyei, 2001: 18-45; Little & Dam, 1998）。
ブログを利用した活動のうち、英語学習・使用に関するものだけをあげ
ると、英文で日記を書く（図 13左）、リサーチ結果やレッスンプランの英
文パワーポイントを作成し、スライドショーを埋め込む（図 13右）、多読
活動の写真つき読書録つける（図 14左）、YouTube動画（映画）を埋め
込み、気になるフレーズをピックアップし、シャドウィング練習の感想を
書く（図 14右）、YouTube動画（歌）を埋め込み、歌詞の和訳を載せる、
YouTube動画（ESL学習素材）を埋め込み、お勧めポイントを書く、な
どがある。14）  
YouTubeの動画の埋め込み作業は、著作権について話をしたり、BBC
や VOAなどが管理している動画チャンネルを紹介する機会にもなるが、
図 13　ブログ投稿例：自由投稿（左）・スライドショーの埋め込み（右）
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授業としては、埋め込み用のコード利用（HTMLタグの知識は不要）に
慣れてもらう意味合いが大きい。この作業に慣れた上で、GoogleDocsを
導入すると「公開」機能もスムーズに利用できる。
2008年度前期のコンピュータ・コミュニケーションでの実践より（英
語の習熟度の面では、TOEICスコアで推定 200点～ 600点の学習者が混
在）、「Google検索などを利用したリサーチ作業・英文パワーポイント作
図 14　ブログ投稿例：多読（左）・YouTube利用の英語学習（右）
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成（オンライン辞書を併用）・GoogleDocsへのアップロード・Bloggerへ
のスライドショーの埋め込み」までであれば、英語力あるいはコンピュー
タ・スキルの点で未熟な学生でも頑張れば達成可能であること、15） また、
できたときの学生の達成感がかなり高いことが観察された。この授業で
は構造化された英語の指導は行わなかったが、英語への抵抗感があった学
生でも、日本語で内容を把握してから類似の情報を英語のページで探した
り、オンライン辞書を活用して英語のページを読んだり、日本語のサイト
では適切な画像が見つからず英語での検索を始めたりするようになった。
オンライン辞書（英辞郎、POP Jisyo）を活用できるよう指導したこと、16） 
作業中に友人や教員からの援助が得られたこと、英語でパワーポイントを
作成する必要があったこと、自分の興味がある事柄について調べたこと、
などが英語自体への抵抗感を減らすことにつながったと思われる（山内
2008b; Yamauchi, 2008a, 2008b, 2008d）。
コンピュータ・コミュニケーションの授業全般に対する満足度はきわめ
て高く（19名中、「非常に満足」が 13名、「満足」が 6名）、その理由と
しては、「新しいこと／役に立つことが学べた」と感じている者が多く（の
べ 19名）、「英語あるいはコンピュータが前より好きになった」（6名）、「パ
ワーポイントあるいはブログを頑張った」（4名）、「大変だったけれど面
白かった」（4名）、などのコメントも考え合わせると、価値を認める事柄
を学び、やりがいのあることに挑戦して、自分の伸びや達成感を得られる
ことが満足感につながっていると言える（山内 , 2008b; Yamauchi, 2008b, 
2008d）。このような満足感は同種の活動を行う内発的な動機づけとなり
うることから、長期的な効果も期待できる。この授業では様々な ICTを
活用し、できるだけ分かりやすく伝える努力をすること、できるだけ英語
に触れることを目標としたため、学生それぞれが自分の「頑張り所」を見
つけられたのだと考えられる。教員側から言うと、褒めたり感心したりす
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る所が見つかりやすいということでもある。ブログの利用に限っても、「英
語で書いた」「面白いサイトを見つけた」「ハイパーリンクをうまく使って
いる」「写真がうまい」「レイアウトが見やすい」「教えられる前に新しい
ガジェットを試した」「文章がうまい（日本語）」「語り口がユニーク（日
本語）」など、褒める所はいくらでも見つかり、その意味ではこちらも楽
しむことができた。言うまでもなく、教員を含めた他者からの肯定的評価
は強い動機づけを与える（ドルニェイ , 2005: 107-8）。
4.3. 課題：基礎学習コースとの連携および評価システム
4.1節ではMoodleのフォーラムなどを利用することで容易になる学習
経過や成果・フィードバックへの共有について概観し、それらを授業内活
動に組み込むことで、学習過程の自己モニタリングや授業への積極的な参
加を促進しうることを述べた。4.2節では、Moodle以外の ICT活用例と
してブログを中心にとりあげ、携帯電話との併用による普通教室でのブロ
グ活用例と、パワーポイントや、GoogleDocsその他のオンラインツール
も多用するコンピュータ実習室でのブログ活用例について概観し、このよ
うな活動のもつ動機づけを促進する要因を考察した。
4.1で見た英語科教育法についても、4.2節でみたコンピュータ・コミュ
ニケーションについても、英語の基礎学力（語彙文法知識）を向上させる
ための自習教材が用意されていれば、より効果的にクラス内の学力格差に
対応できていたと思われる。実際、2007年度後期のコンピュータ・コミュ
ニケーションでは、アカデミック・スキル習得のスモール・ステップ化、
自主的な活動への段階的移行、語彙･文法の基礎固めの 3点を基本方針と
し、Moodleのクイズによる語彙文法学習、フォーラムを利用した 3段階
のライティング課題、そして様々なリソースを含む学習支援の提供を試み
たが（山内 , 2008a）、すべてを盛り込んだコースを授業と並行して完成さ
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せることは時間的に難しく、2008年度はこの方向でのコース設計を断念
している。とはいえ、語学学習を主としない科目でも、語彙文法学習用の
自習コースを併用できる方が望ましいことは間違いない。3.3節で触れた、
問題作成作業の簡略化と、作成した問題の共有化の動きに積極的に関わり
ながら、自習コースの整備を優先的に進めていきたいと考えている。
第 2の課題は評価に関わる。Moodleのクイズであれば自動で採点でき、
最終的な合計点数も自動計算されるが、フォーラムを利用するにしろアサ
インメント（課題提出専用モジュール）を利用するにしろ、ライティング
課題や要約課題などは自動的に採点・評価することはできない。アサイン
メントを利用すれば数値化した評価を管理できるが、こちらは共有にひと
手間かかる。フォーラムにも評価機能はついているのだが、現時点では全
投稿の平均値しか出せない。また、Moodle上でペアワークやグループワー
クの評価を個人の評価に反映させる方法が現時点で見当たらない（Brine 
& Turk, 2006）。さらに、Moodle以外を利用した学習活動については当然
別々に評価することになる。ブログに関しては、自動的に表示される投稿
数が一つの目安にはなるが、それ以外の点では一定の評価ポイントに従っ
てブログを 1つ 1つ見ていくしかない。また、他の学生の登校へのコメン
トなども評価に入れようとすれば、見るべき箇所は膨大になる。自動評価
は無理だとしても、少なくとも個々の評価の記録は 1箇所で管理できるほ
うが望ましい。学習者の自律性養成の点からも、できれば記録が蓄積され
ていく様子を、本人には随時公開できるようなシステムを整えていく必要
がある。
5. さいごに
本稿では、同一クラス内の学力格差の傾向、基礎学力・学習習慣を身に
つけていない層の増加の傾向が今後も続くであろうとの想定のもと、英語
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の習熟度や学習習慣の点での個人差に対応し、受講生全員が英語力を伸ば
し、達成感・満足感を得られるよう、授業設計を工夫する必要があること
を指摘した。前者の学習動機を維持し自律学習を促進させる同時に、後者
を動機づけ自律学習への足がかりを作ることが重要な課題となる。このよ
うな授業設計上の工夫として、ICTの活用が非常に有望な選択肢であるこ
とを示すため、筆者のこれまでの授業実践にもとづき、Moodleの活用（ク
イズ、フォーラム）と Blogger活用（携帯電話を併用する小さな活用、様々
なオンラインツールを併用する積極的な活用）を中心に、動機づけおよび
自律性促進の面での有効性と可能性を論じた。さらに、実践上の課題を整
理し、課題解決への長期的、短期的な方策を示した。
本学のような小規模な機関では、学習者のデータを蓄積することがなか
なか難しい反面、小規模であるからこそ、学生との良好な関係を築きやす
く、試験的な試みを行いやすいというメリットもある。語彙文法の練習問
題の整備、自動問題生成プログラムの開発を優先的に進め、クイズ以外の
学習活動の評価の手法を検討しながら、現時点ではあまり手をつけていな
い協調学習および学習者同士の相互援助の促進の面についても実践と観察
を行っていきたいと考えている。
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註 
1）     本研究は科研費（課題番号 19520533）の助成を受けたものである（平成 19-21年度、基盤研究（C）
「クラス内学力格差に対処するMoodleを利用した授業支援システムの開発」研究代表者（山
内））。
2）      本稿では学習活動の側面に焦点をあてるが、こうした様々なテクノロジーの利用は、eラー
ニング教材開発にかかる作業量の軽減にも大きな役割を果たす（山内 2008a, b）。
3）     ただし、「コンピュータ・コミュニケーション」は、2008年後期以降は開講されない。
4）     メディア教育開発センターと旺文社教育測定テストセンターにより開発された「大学生のた
めのプレースメントテスト」（基礎学力判定テスト）であり、テスト結果は、素点、学校段階（中
1から高 3レベル）、英検相当級で算定される。本テストの開発研究については小野他（2005）
を参照。
5）     自律的な学習態度の養成を重視し始めたのは、この年に初めて担当した TOEIC初級クラスで
の学習行動の観察がきっかけであるが、学習者特性については今後さらに、観察と調査を重
ねる必要がある。
6）     大半の練習問題は、問題および選択肢がランダムに表示されるように設定してあり、2回目は
1回目と異なる配列の問題群に取り組むことになる。
7）     このような「個別指導」は筆者の担当クラスのような少人数クラスでは有効であるが、授業
時間内で十分に対応するには 20人程度が限界ではないかと思われる。
8）     大学レベルでの組織的な対応が必要になるが、入学前教育の一環として積極的に活用し、入
学後の学力格差の問題の解消に役立てることも可能である（小野 , 2008；川西他 , 2008； 清水・
谷口 , 2008）。
9）     この新モジュールはMoodle 1.9以降で利用可能であるが、筆者が運用しているサイトは 1.8
であるため、現在 John Brine氏（会津大学）の運用するMoodle（http://moodle.u-aizu.ac.jp/
moodle/）上の試験コースで、入力作業及び携帯電話上での表示などを確認させていただいて
いる。近いうちに現在の担当科目の受講生にテスト配信を行う予定である。また GIFT形式
での問題作成を試し、通常教室での授業準備としてMoodle Mobile教材を作成することが現
実的であるかを確認していく予定である。
10）     Moodle Readerは現在 Thomas Robb氏が京都産業大学で試験運用をしている段階だが、そ
れ以前に利用していた多読促進ソフト（Accelerated Reader）と比較して、学生の読書量は 2
倍近く伸び、内容理解クイズに取り組む頻度も高くなっていることが報告されている（Robb, 
2008b）。文章の並べ替え問題など、現在のMoodleのデフォルトにはないクイズフォーマッ
トも加わっており、非常に魅力的なモジュールでもある（Robb, 2008a, b）。
11）     GIFTはMoodleのクイズをテキストファイルにエクスポートするためのフォーマットである。
構造は比較的単純であり、テキストで作成した問題をMoodleにインポートすることもできる。
12）     Moodle上に載せたクイズのインポート・エクスポートはきわめて容易であり、Moodle利用
者同士のネットワークが広がれば、共有ないし共同作成を行うことは難しくはない。現時点
では、Satya Wacana Christian UniversityでMoodleサイトを運用している Annita氏とと
もに、基礎文法の練習問題の共有を進めていく一方で、学内では、来年度、筆者の担当予定
科目である Grammarと共通の学生が受講するWritingを担当する Howard氏と共同で基礎
文法練習問題の作成を行い、学習活動の連携を図っていく予定である。こうした動きを徐々
に活発にしていきたいと考えている。
13）     ただし、現時点では、このブログを「携帯電話で」見たいという希望に沿うつもりはない。
携帯電話で全て用が足りるという思い込みから抜け出してほしいからだが、この思い込みが
どの程度強いものなのかについては調査の必要性を感じている。
14）     基礎ゼミやコンピュータ・コミュニケーションでは、Labels, Link Listなどの機能を利用し
て情報を管理したり、リサーチ・メモを残したり、画像と文章（日本語でもよい）に関連情
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報へのリンクなども加えて分かりやすく伝えたり、あるいは単に日本語で断片的でない文章
を書く練習としても、ブログ投稿を利用している。また、基礎ゼミでは 2008年度後期より
GoogleDocsを利用した文書の共同編集を試験的に導入している。
15）     コンピュータ・コミュニケーションでは、この後パワーポイントの内容に肉付けし（日本語可）、
引用や図表を適切に示しながら、レポートに仕上げる作業に入った。多くの学生はひどく苦
労し、残念ながら時間切れになってしまった者もいた。
16）     辞書を使う習慣すらもたない学生にとっては、 POP Jisyo（http://www.popjisyo.com/
WebHint/ Portal_e.aspx）や英辞郎（http://www.alc.co.jp/）の活用は、辞書利用自体を促す
きっかけにもなる。POP Jisyoの使用は一見「高度」に見えるため、使い方を覚えること自
体が達成感につながる。また、通常の辞書とは操作が異なるため、洋楽のリスニング・歌詞
検索作業と組み合わせて導入したが、辞書利用込みのこのリスニング活動は非常に好評であ
り、自主的にこの活動を行う学生も出てきた。
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